
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
デザイン・サイクルの早期に問題
を検出し、より現実的な条件でテ
ストすることで、携帯電話のパフ
ォーマンスを向上させることが可
能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
携帯電話は、ますます複雑化し、実際
のユーザが使用する環境で電話機のス
トレス・テストを行う必要がありま
す。多くの機能を備え、より小型の機
器へとデザインが進化するに伴い、問
題が増え、多様化しています。このた
め開発サイクルの最終段階で、これら
の問題が検出されることが増えていま
す。開発サイクルの最終段階で問題が
検出されると、不具合の解決に要する
コストは増大します。デザイン・サイ
クルの早期に不具合を検出できれば、
開発や製造に要するコストを抑えるこ
とができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
しかし、デザイン・サイクルの早期に問
題を発見するには、多くの障害がありま
す。たとえば、リリース・スケジュール
の問題や、機器を十分にテストするだけ
の時間的な余裕がないことなどが挙げら
れます。また多くの問題を検出できるス
トレス・テストを開発するには、人的リ
ソースも考慮しなければなりません。そ
のため、現実のネットワークと同等の現
実的なストレス・テストを実行すること
は困難でした。 
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携帯電話の開発ライフサイクル 
図 1 は、基本的な携帯電話のデザイ
ン・サイクルで、デザインと統合から成
る製品開発、検証、外部テストの 3 つ
の段階で構成されています。これらの各
段階（製品開発の統合、検証のストレ
ス・テスト、外部テスト）では、現実的
な条件でテストする必要があります。 

 

統合段階では、機器のハードウェア、プ
ロトコル、アプリケーション、オペレー
ティング・システムがすべて組み込まれ
ます。従来、この段階では、内部要件が
満たされていることを検証するために、
一通りのテストが行われ、すべてのコン
ポーネントの相互作用が確認され、相互
作用に起因する問題の多くが検出されま
す。 

 

検証の重要な工程の 1 つであるストレ
ス・テストでは、規格および内部要件に
照らし合わせてテストされます。検証プ
ロセスで検出された不具合は開発者に送
り返され、何度も修正-チェックのプロ
セスが繰り返されます。 
 

 

この検証段階で現実的なテストを実行す
ることにより、テスト・マネージャは、
機器のリリース前に、可能な限り多くの
不具合を捕捉できます。 

 

検証プロセスのストレス・テストでは、
外部コンポーネントも用いられます。外
部テストでは、フィールド・テストが行
われ、幅広い構成および使用モデルで、
機器の動作を確認します。これは、受け
入れ検査の前の最後の段階です。受け入
れ検査は、サービス・プロバイダが自社
のネットワーク上で機器が動作するかど
うかを確認するためのテストです。この
段階で機器の動作を確認するために、検
証と外部テストの間で何度も反復作業が
発生する可能性があります。検証から受
け入れまでの反復作業は、この外部テス
トの前に現実的なテストを行うことによ
って大幅に削減できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1： 携帯電話の開発ライフサイクル 
 

 
現実的なストレス・テスト 
IFTソリューションは、Agilent 8960と
組み合わせて使用する自動テスト・ソフ
トウェアで、ラボにおいて現実的な条件
でアプリケーションをテストできます。
IFT は、代表的な物理層 RF テストや
RF/プロトコル/コンフォーマンス・テ
ストを補完するものですが、従来のスト
レス・テストと異なるまったく新しい概
念です 

 

 

 
 

IFT ソリューションを使用すれば、以下
にリストされているような複数の動作を
同時にテストでき、現実的なストレス・
テストで、次のような問題を早期に検出
することができます。たとえば、FTP

ダウンロード中や SMS メッセージを受
信した場合、あるいは基地局から離れつ
つある（セル電力が減少しつつある）場
合などに、どのような状況になるかを検
出できます。 

 

従来、各機能を順次テストすることが機
器のテスト方法でした。IFT では、一度
に任意の組み合わせの動作を迅速かつ簡
単にテストできるため、デザインをより
徹底的にテストして、下流で検出される
問題の数を低減することができます。 

 
IFTでサポートされている主な動作： 
 DUT への SMS および DUT から
の SMS 

 DUT への MMS および DUT から
の MMS 

 UDPアップロード／ダウンロード 

 FTPアップロード／ダウンロード 

 WAPプッシュ 
 Ping 
 ウェブ・ブラウジング 

 コール・プロセッシング 

 バッテリ・ドレイン 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2： 被試験デバイスから送られるMMSメッセージ 
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IFT ソリューションの重要な機能とし
て、時間軸上で複数の動作を設定できる
ことがあります。図 3 は、時間軸上で
変化する 3 つの動作（FTP、SMS、セル
パワー）を図示したものです。FTP の
動作によってさまざまなファイルが不規
則な間隔でダウンロードされ、SMS の
動作も不規則な間隔で発生し、セルパワ
ーは定期的に変動しています。このよう
な相互作用の状況を作り出すことによ
り、IFT は、機器を実際のネットワーク
でテストするまでは通常は明るみに出な
いデザイン上の問題を検出できます。ま
た、デザイン・サイクル中に実際のネッ
トワークを使用して機器をテストするの
は非常にコストがかかりますが、IFT を
使って同様の環境を実験室内に構築すれ
ば、開発コストの削減にも寄与します。 

 

 
より現実的なテストをより容易
に実現する IFTソリューション 
図 4 は、IFT システムのセットアップ図
です。必要な基本コンポーネントは、各
種サーバ・アプリケーションを実行する
サーバ PC、IFT ソフトウェアを実行す
るクライアント PC、基地局をエミュレ
ートするためのラボ・アプリケーション
がインストールされた Agilent 8960、3

つの間を LAN で接続するためのルー
タ、8960 と他の測定器を接続するため
の GPIB、被試験デバイスです。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
IFT ソフトウェアは、時間軸上で複数の
動作を同時に実行し、それらの相互作用
に起因する問題を検出できるだけでな
く、以下に説明する使い勝手を向上させ
るいくつかの動作モードを備えており、
テストのセットアップや実行に要する時
間を短縮することができます。 
 
動作モード 
インタラクティブ・モード 
対話型のユーザ・インタフェースを使っ
て、各動作のプロパティ（送信するファ
イル、頻度、期間）を設定し、機器に実
行させる動作を選択することができま
す。この動作モードでは、プログラミン
グは一切不要で、設定したテストを簡単
にできます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スクリプト・モード 
IFT ソフトウェアには、使いやすいスク
リプト作成ツールも用意されています。
このツールを使用すれば、動作をスクリ
プト作成ツールにドラッグ・アンド・ド
ロップするだけで、スクリプトを作成で
きます。またインタラクティブ・モード
で実行した動作をスクリプト作成ツール
にすぐにドラッグできます。こうした仕
組みにより、テスト作業を簡単に自動化
スクリプトに変換することができます。
作成した各スクリプトは、最終的なスト
レス・テスト・プランで個々のテスト・
ステップとして使用できます。 

 
ストレス・テスト・モード 
ストレス・テスト・モードでは、作成し
たスクリプトから最終的なストレス・テ
スト・プランを作成できます。作成した
スクリプトは、ストレス・テスト・プラ
ンに任意の順序で追加できます。このモ
ードでは、障害が発生した場合に実行す
べき処理、ストレス・テストの過程での
E メールの送信、ストレス・テストの回
数など、ストレス・テストのプロパティ
も設定できます。 

 

さらに、ストレス・テスト・モードのア
プリケーション・プログラマブル・イン
タフェース（API）コマンドを使用すれ
ば、ストレス・テストのパラメータをリ
モートで、または別のソフトウェア・イ
ンタフェースから使用できます。 

 

図 3： 複数の動作の相互作用 

図 4： IFTソリューションのセットアップ図 



 

 

便利な追加機能 
端末の制御 
IFT ソリューションでは、キーパッドの
自動化により、幅広いテストを全自動で
実行でき、時間を節約できます。電話機
を自動制御する方法として、AT コマン
ド制御、ロボット制御などいくつかの方
法があります。 

 
IFTトラブルシューティング解析ツール 
IFT の解析ツールを使用すれば、表面化
した問題を簡単にトラブルシューティン
グできます。 

 
IFTに組み込まれているツール： 

 動作が発生した場合に記録するデ
ータ・ロガー。 

 DUT と 8960 の間で交換されたプ
ロトコル・メッセージを記録する
ワイヤレス・プロトコル・アドバ
イザ・ソフトウェア。 

 データ・スループット・レートを
グラフィック表示するデータ・レ
ート・モニタ（図 5を参照）。 

 各種動作を実行しながら、バッテ
リの電流ドレインの特性を評価す
るバッテリ電流ドレイン解析機
能。 

 状況に応じ、IFT ソリューション
では簡易的なバッテリドレインの
モニタと、より深い解析を可能に
するデバイス特性評価ソフトウェ
アでの解析の両方に対応していま
す。 

 
 
まとめ 
デザイン・サイクルの早期に問題を検出
して解決することで、リリース・プロセ
スを効率化できます。ライフサイクルの
早期に問題を解決すれば、コストのかか
る検証サイクルが不要になるだけではな
く、不具合に関連する問題もなくなり時
間の節約にもなります。このように、初
期段階でより徹底的にテストすることに
より、トラブルシューティングに必要な
リソースを効率的に活用することがで
き、エンジニアは問題の解決ではなく、
機器のデザインにより多くの時間を費や
すことができます。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 5： FTPダウンロードと FTPアップロードと同時に実行した場合のデータ・レートのモニタ 
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